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シ ナ イ 通 信  

第１７号 

    平成 22 年 9 月 30 日 

    

駆除したオオクチバスの体長測定作業 

  

 

 

 

 

共同シンポ「よみがえる魚たち」10月 23 日開催 

自然再生成功事例を紹介し生物多様性を論議

共同シンポジウム「水辺の自然再生-よみがえる魚た

ち」を大崎市古川の宮城誠真短期大学で10月23日に開

催します。10 月に名古屋で開催される COP１０のパート

ナーシップ事業として、当会が中心になって企画、準備

してきました。テーマは以下の３つです。 

ｉ） 生物多様性とは何か・・・種多様性と遺伝的多様性の

重要性について基調講演 

ii) 先進的自然再生活動の取り組みを満載して紹介・・・

魚がよみがえった４つの成功事例は特に注目 

iii) 農業と連携した環境保全の取り組み・・・たかしま有機

農法研究会、伸萌ふゆみずたんぼ会、かしまだいシナイ

モツゴ郷の米つくり手の会加えて，シナイモツゴ郷の米、

品井沼ヒシごはん、宮城野ポークなどボリュームたっぷり

の試食会もあります。詳細は４ページと当会 HP をご覧く

ださい。 

地域住民と４つのため池でバス退治 

オオクチバス生息池4個を同時に池干ししました。 

1993年の調査でエビ類とタイリクバラタナゴやモツゴな

どが大量に出現したのですが、2000 年の調査でオオク

チバスの繁殖と小型魚の全滅が確認され、以来、バスの

大生息池としてバス釣りに占領されていました。 

池干しは地域行政区、シナイモツゴ郷の米つくり手の

会、シナイモツゴ郷の会が共同して、9月5日（日）に完全

池干し、300尾以上のバスを退治しました。 

来年も池干しして、確認する予定です。シナイモツゴ

郷の米つくり手の会と連携してシナイモツゴの移植による

生息池拡大を目指しています。 

郷の会の活動を政府インターネット TVで放映中 

8月31日に環境省広報番組の収録がありました。 

政府インターネットテレビ 「２１ｃｈ 地球環境」で長期放

映中です。鹿島台小学校、桂沢ため池、郷の米が「田尻

のふゆみずたんぼ」と共に紹介されています。 

シナイモツゴ郷の米と品井沼ヒシを収穫・販売中 

品井沼ヒシの試験栽培は猛暑で水の管理がとても大

変でした。渇水で一部、枯れたところもありますが、実っ

たヒシはとっても美味！です。購入先は品井沼ヒシを育

てる会、注文は「互市どっと込む」のHPで。 

  

シナイモツゴ郷の米も 9 月中旬から収穫と販売を開始

しました。詳細は 5 ページでご覧下さい。購入は「シナイ

モツゴ郷の米つくり手の会」のHPで。 

収穫したヒシの実（右）とむき身（左） 

 ＴＥＬ／ＦＡＸ 0229-56-2150 

 ＭＡＩＬ shinaimotsugo93ks@ybb.ne.jp 

http://www.geocities.jp/shinaimotsugo284/ 

989-4102 宮城県大崎市鹿島台木間塚 

字小谷地 504-1 鹿島台公民館内 

NPO 法人 シナイモツゴ郷の会 

mailto:shinaimotsugo93ks@ybb.ne.jp
http://www.geocities.jp/shinaimotsugo284/


 

 

 2 

繁殖池の水を抜いて掃除をする里親小学生 

シナイモツゴの里親活動 春から秋へ     二 宮 景 喜 

４月、小学校への挨拶と日程調整から今年の里親活

動が始まりました。毎度のことながら７月初めまで多

忙な日が続きます。それぞれの学校の希望をお聞きし

ていくうちに、スケジュール表はあっという間に埋ま

っていきます。でも、これはまだ序の口、特に今年の

ように、天候不順の年は日程の変更、追加が相次ぎ、

６月末に全ての里親校に卵を入れ終わった時は実にほ

っとしました。 

今年は、鹿島台小（大崎市）、小野小（東松島市）、

小牛田小（美里町）、松陵小、鶴谷小（仙台市）の５校

に加え、石巻市立開北小学校が初めて参加しました。

小野小学校は、校舎の耐震工事のため昨年に休止して

いた繁殖活動の再開です。開北小学校は、学校からの

希望で新規の里親校になっていただきましたが、わざ

わざ池を作るなど積極的な取り組みが始まりましたの

で、繁殖活動から学習活動まで学校のお役に立てるよ

う、会としても協力したいと思っています。 

里親校での最初の具体的な活動は、前年孵化したシ

ナイモツゴの回収と池の清掃です。回収については小

野小を除いた４校で、合計約３９０尾でした。そのう

ち鶴谷小学校からは１００尾あまり回収でき、里親校

として始まって以来の好成績でした。念入りな池の清

掃やミジンコなど餌の管理が、うまくいった理由のよ

うです。松陵小も例年どおり好調でした。小牛田小か

らの回収数は少ないのですが、昨年よりは改善しまし

た。しかし、鹿島台小学校は数の点では不調でした。

孵化直後のなにかの悪条件が重なったのかもしれませ

ん。それでも回収されたシナイモツゴの成長ぶりは大

変良く、餌の問題ではないと思われますので、この結

果に頭をひねっているところです。 

池の清掃及びミジンコ発生のための下準備は、原則

として学校と郷の会の共同作業で行っています。学校

によっては池の清掃に学年の生徒全体が参加するとこ

ろもあり、普段は泥水などの中に入ることもない子供

達にとって良い体験になったことでしょう。魚の回収

はどの学校でも子供達の手によって行われますが、魚

をすくったときの子供達の笑顔は素晴らしい。郷の会

の里親活動に携わる我々にとってもこのような顔を見

ることが、やり甲斐の一つになっています。以上の作

業はどの学校でも予定通りに行われました。 

 回収したシナイモツゴは、２５０尾が新たな生息池

となるため池に放流されました。このことについては

今号の鈴木理事の記事にでておりますので、そちらを

ご覧下さい。残りのものについては郷の会で飼育中で

す。様々なイベントや公共施設での展示、ＰＲ用に使

われたり、また学校、希望者など水槽で飼う里親に譲

られる予定です。いずれも子供達が一生懸命に育てて

くれたシナイモツゴですので、今からも大切に育てる

ことを第一に考えています。 

里親活動の次の段階は、池に水を張り、１０日ほど

してミジンコが湧いたタイミングを見て、発眼卵を入

れる作業ですが、今年は大変難しい年になりました。

春先の冷涼な気候が長引き、６月に入っても水温が上

がらず、卵の採取がことのほか困難でした。子供達へ

発眼卵を見せ、レクチャーもしながら、子供達の手で

校庭の池に入れていくのが段取りですが、６月初旬に

各校で予定した日には十分な卵が確保できず、とりあ

えず見てもらうだけの僅かな卵を学校に持っていく日

も何回かありました。もしかしたら今年は最後まで十

分な卵を確保できないのではないかと本気で心配した

ほどです。幸い６月下旬に入って気温、水温が上がり、

産卵も多くなりましたので、二度手間にはなりました

が、各校の池に発眼卵を予定通り入れることができま

した。郷の会の里親担当のメンバーが大変苦労された

ことを特に記しておきたいと思います。 

 シナイモツゴの産卵の条件について、経験から学ぶ

ことが多くなっています。シナイモツゴの産卵は水温

に大きく左右されるのは旧知のことですが、旺盛な産

卵時には、ものを選ばず産卵するシナイモツゴが、低
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インストラクターによる里親小学校の特別授業 

地域住民と共同実施の生き物調査 

調査後に採集魚類を黒板で説明 

温時には条件の良いものを選んで産み付ける様子が今

年はよく分かりました。卵の採取用にしているプラス

チック鉢は半分に切ったものよりも丸いままのものに

産み付けること。また、表面に浮かんだものよりも、

１０～２０㎝沈んだものにより多く産み付けることが

分かりました。来年の採卵用具を準備する際に、この

ような経験を活かして準備することになります。 

 夏に入ると、一転して連日の猛暑となりました。こ

の猛暑がシナイモツゴの成長にどのような影響を与え

たのか、また、特に小さい池での水温の急上昇をよし

ずなどの日覆いなどで防ぎきれたかどうか心配です。

また、９月に入ってからの急激な気温の低下など異常

な天候に左右される今年の春から秋への気候でした。

しかし、今のところ水槽内で飼育しているシナイモツ

ゴには特段の影響はないようなので、杞憂になること

を願っています。 

 シナイモツゴ里親活動の中では、子供達への授業を

とおして、自然を大事にする心を育てることも大事な

目的です。始まったばかりの石巻の開北小学校を除い

た５つの学校では、池の作業などと合わせて特別授業

をしてきました。熱心に話を聞いてくれた子供達、協

力してくれた先生方に感謝します。授業の内容や使う

資料などについて、会員の中から積極的な提案も出て

おります。また、子供向けのパンフレットの発行の話

も出ております。これから子供達への啓発活動につい

て更に内容の整備をしていきたいと思いますので、皆

さんからも率直なご意見をお聞かせ頂けたら幸いです。 

 最後になりますが、今年３月に発行された小学校３

年生用の道徳の教科書「みんなのどうとく」（学研）の

宮城県版にシナイモツゴ郷の会が取り上げられました。

我々の活動が教科書の題材に採用されるとは夢のよう

な話です。今回はスペースの関係で以上の簡単な紹介

にとどめ、次回詳しく書きたいと思います。 

生き物調査レポート（山谷地区）   坂本 啓 

  平成２２年７月２５日（日）に大崎市鹿島台山谷

地区で毎年恒例の生き物調査が行われました。当日は

山谷地区住民とシナイモツゴ郷の会会員約４０名が参

加しま

した。

今回は

ほ場整

備後３

年目の

調査で

したが，

昨年と

同程度

の５科１０種の魚類が確認されました。魚種としては

昨年確認されたメダカとスナヤツメが確認されず，そ

の代わりに絶滅危惧種であるギバチと外来種のオオク

チバスが捕獲されました。捕獲されたオオクチバスは

全長５～１０ｃｍ程度で，今年生まれた当歳魚と思わ

れ，同じ水系のため池などで繁殖したものが落水とと

もに入ってきたと推測されます。 

 地点ごとに見ると，下流でオオクチバスが多く確認

されており，またオオクチバスが捕獲されなかった上

流では，ヌカエビが大量に採れていました。オオクチ

バスの脅威を取り除くには，まず繁殖場所＆供給源で

あるため池での駆除が重要になります。郷の会では地

元の方々と協力しながら，今後もモニタリングを続け

ていく予定

です。 
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バス駆除したため池へ放流する里親小学生 

シナイモツゴ稚魚放流会開催 

鈴木 康文 

 

 シナイモツゴ郷の会は絶滅危惧種シナイモツゴを守

り、その生息池を拡大する目的で宮城県内の小学校に

里親を依頼しシナイモツゴを卵から育てて、約１年後

に回収された稚魚をブラックバスなど害敵のいない安

全なため池に放流する活動を行っています。今年度は

6月14日に総合学習の一環として鹿島台小学校4年生

全員（90名）と鈴木教頭先生をはじめ担任の先生方で

里親校（鹿島台小、鶴谷小、松陵小、小牛田小）を代

表して放流会に参加してもらいました。また、大崎市

教育委員会佐々木支所長さん、広長行政区、広長地域

資源保全隊、シナイモツゴ郷の米つくり手の会の吉田

会長、報道機関など大勢参加され、協力いただきまし

た。 

 当日、朝から雨模様で心配されましたが、元気な 4

年生全員が広長地区のため池に午前 10 時過ぎに到着

したころには雨も止み、濃い緑に囲まれた池は見事で

した。開会式に郷の会二宮理事長挨拶からはじまり、

シナイモツゴ郷の米つくり手の会吉田会長さん、鹿島

台小学校鈴木教頭先生の挨拶があり、放流の手順、諸

注意を郷の会の鈴木から伝え、放流会が始まりました。 

 里親校で立派に育てられたシナイモツゴの稚魚 250

尾を放流用の小さなバケツに郷の会の人たちに小分け

してもらい、4 年生クラス代表が雨で足元が悪いため

滑らないように注意しながら慎重にバケツをかかえ、

池に近づき「いっぱい餌を食べておおきくなーれー」

「もっと仲間がふえるように卵をたくさん産んで！」

などと一人一人声をかけ、次々と放流しました。先生

方はじめ、広長地域の代表の方、教育委員会の方にも

放流をお願いし、盛大な放流会になりました。 

 郷の会ではこれからも、里親校でたくさんのシナイ

モツゴを育てていただき、来年も大きな放流会を開催

できればと期待しています。 

  放流会に参加した鹿島台小学校4年生相原陽君から

感想文をいただきましたので紹介します。 

 

 「ぼくたちはたくさんの人たちが育てたシナイモツ

ゴをほうりゅうしました。ため池は大きいのでほかの

いきものにたべられないかしんぱいです。そだててい

る人は、そう思っているとおもいます。なぜかという

とさと親だからです。ミジンコはいっぱいいるかな。

ヤゴにあったらどうするかな。がんばっていきて、ま

た、たまごをうんでほしいです。命がつながってほし

いなあと思います。」 

 

水族館見聞録－アクアマリンふくしまと加茂水族館 

移動研修会報告                         飯塚 晃朗 

4 月 24日（土）、二宮理事長以下参加者一行はマイ

クロバスで東北道、常磐道を経由していわき市のアク

アマリンふくしま（以下、「館」とする）を目指した。

心配された三春の滝桜の渋滞もさしたる事なく通過で

きたが、到着は予定を 20 分オーバーしていた。所要

時間 3 時間 20 分「近いようで遠いな」が最初の実感

であった。 

 到着後は直ちに館の倉石学芸員に隣接する水棲生物
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シナイモツゴ繁殖水槽の説明を受ける会員 

保全館に案内された。ここにはシナイモツゴを始めヤ

リタナゴ、ゼニタナゴ、アカヒレタビラ等が展示され、

バックヤードではこうした淡水魚の繁殖も行われてい

た。展示魚の中ではシナイモツゴの大きさに多くの会

員が驚いた。その後、倉石さんから主に福島県内にお

ける希少淡水魚の現状と取り組みについて説明を受け

たがこの内容は当会の 10 月のシンポジウムで話題提

供されるのでここでは省略します。 

 その後、本館に戻り、各自昼食、自由見学となった。

何事も裏側を見ることが好きな私は、ボランテイアの

方が本館のバックヤードを案内してくれる事を知り直

ちに申し込んだ。 

 水族館にとって一番重要なのは水の確保と維持管理

である。その概要は少々見聞できたが内容を紹介する

には紙面の都合もあるので、またの機会にし、それ以

外の事を記します。 

 最初に、魚の餌は冷凍魚を解凍して用い、鮮魚は使

用しない。理由は寄生虫予防のためだそうです。また、

必要に応じ餌魚に口からビタミン剤などを体内に挿入

して与える。次にこれは倉石さんからお聞きした事だ

が、淡水魚にもミジンコは一切使わずアルテミアで育

てるとのこと。私も昔、試した事例があるがアルテミ

アを淡水に移しても魚が摂餌する位の時間は生きて動

いているので必要な時に必要な量を確実に確保できる

点から、場合によっては一考に値すると思う。 

 次に館内では水槽はもとより海獣のプールや最上階

の水辺を再現した区間などに多くの岩が配置されてい

るが、これらは全て硬質プラスチックのＦＡＰ樹脂で

作られており本物ではない。 

 水槽の窓はアクリル樹脂だが、このアクリルは大変

な優れ物でガラスに比べ透明度が良く重量は1／2、そ

して強度は 15 倍とか、それでも巨大水槽では厚さが

上部で20cm、深部の最大は40cmだそうです。 

 なお、世界の水族館のアクリル板は70％以上を日本

の四国のあるメーカーが納品しており、その技術は世

界一とのことです。 

 館が誇る世界でもここだけのサンマの常設展示水槽

はサンマが落ち着くよう照明を落とし、巨大水槽脇の

奥まったところにある。それでも水槽に激突するため

か顔が潰れているのは痛々しいので、今後サンマ特有

の顔が見れるよう飼育方法が改善されることを期待し

たい。サンマは鱗がはがれやすいので捕獲から水槽に

収容するまでの取扱いが大変難しい。加えて、寿命は

2 年以内と短いので常時展示するには水槽内でふ化さ

せて育てなければならない。ちなみに今回私達が目に

したサンマは人工繁殖で8代目だそうです。 

 寿命が短いため、水槽内の繁殖を必要とするのはク

ラゲも同様である。クラゲは3年前の移動研修会の際、

岡部さんにご案内いただいた山形県鶴岡市の加茂水族

館で感動し、以来、注目していたのでその後を含め若

干触れてみたい。加茂水族館は全国各地に大型の水族

館ができたことが影響し、一時来館者が減り閉館の危

機に至ったことがある。 

 この時、職員はクラゲに特化した水族館を目指すこ

とを決意し、各種クラゲの人工繁殖技術の開発に努め

た。この結果、2005年には常設展示が35種を超えク

ラゲにおいては世界一の水族館になった。そして、我々

が訪れた翌年の’2008 年には日本の動物園・水族館で

最高の栄誉とされる古賀賞を受賞、さらに、今年3月

には41年ぶりに年度内入館者の最高記録を更新した。 

 私はこれらの快挙を知ったとき、もしもNHKのプ

ロジェクトXが今も続いていたら間違いなく取り上げ

られたと一人思い込みながら、中島みゆきが歌う軽快

なテーマソング(風の中の昴････)とゆったり浮遊する

クラゲのコラボレーションを想像し実現することのな

い夢を惜しんだ。 
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伊豆沼の定置網で獲れたコイ、フナ、タイリクバラ

タナゴ、モツゴ、タモロコ、ワカサギなどの小魚 

人工産卵床によるオオクチバス駆除風景 

伊豆沼の魚がよみがえった! バスバスターズの大成果                              

長谷川 政智 

 

私が伊豆沼バスバスターズに参加するのは、今年（２

０１０年）で３年目となりました。今年の春は天候が

悪く、特に気温、水温の変動が激しくブラックバスの

産卵は例年より長く行われました。また、ブラックバ

スに限らず他の魚類や植物の活動も平年よりも遅れて

いるようでした。 

 ２年前（２００８年）に伊豆沼バスバスターズに参

加した時、伊豆沼の生き物はブラックバスしかいない

のでは？ そんな印象を持つくらいに他の生き物を探

すのが難しく感じられました。人工産卵床ではブラッ

クバスの産卵が多数見られ、岸辺ではブラックバスの

稚魚が群れで水面近くを泳いでいる様子が見られまし

た。この年にはすでにブラックバスの数は下降線とな

り数を減らしているはずだが・・・・。実際に沼の中

に入って生き物を観察した印象はブラックバスが圧倒

的に多く、在来魚や他の水生生物が本当に増えている

のだろうか?と疑問に思うほどでした。 

 ２年目（２００９年）の伊豆沼バスバスターズに参

加した時は、人工産卵床にブラックバスの産卵は見ら

れるが前年よりも少なく感じられました。また、竹の

棒にモツゴが産み付けた卵を見つけたり、ブラックバ

スの人工産卵床にヌマチチブがいたりと数は少ないが

前年に比べ容易に他の魚を見つける事が出来ました。

他にも、岸辺ではブラックバスの稚魚のほかに他の魚

の稚魚が多数泳いでいるのが観察できました。財団の

実施している調査でもブラックバスの減少と他の魚の

増加が良い方向に推移しているようです。 

 ３年目の今年、天候不順のためブラックバスの産卵

が集中して行われずだらだらと長期になったため、例

年とは比較できないが、産卵シーズンを通し確実にし

かもかなり産卵数が減っているのではと思われました。

また、ブラックバスの人工産卵床の塩ビ製パイプには

モツゴの産卵が多数見られました。ヌマチチブは、１

つのブラックバスの人工産卵床に１~３尾もみられ、

中には産卵場所に適しているのか産卵床へちゃっかり

産卵しているヌマチチブも見られます。その他にもタ

モロコの産卵風景が岸辺の数か所で見られ、また、ヨ

シの周りを網ですくえば小さなエビの姿も見る事が出

来ました。岸辺では多数の稚魚が泳いでいる姿があり

ブラックバスの稚魚を探すのが大変なほどに感じられ

ました。 

 今年の伊豆沼バスターズは、「伊豆沼が回復してきて

いる。」ということを実感できた年ではないかと思いま

す。まだ完全な回復とまではいかないが、私が伊豆沼

バスバスターズに参加して３年でこのような変化を経

験できた事をうれしく思います。伊豆沼回復のため長

年にわたりブラックバス駆除をしてこられた方々の苦

労の賜物です。来年の伊豆沼バスターズは、今年以上

の回復が見られる・・・と楽しみにしています。 
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ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙで増えた 

ミドリムシ 

ﾏﾙﾐｼﾞﾝｺを食べた 

ふ化稚魚 

ﾏﾙﾐｼﾞﾝｺ 

ミミミジジジンンンコココ勉勉勉強強強会会会   
久保田龍二 

シナイモツゴ郷の会では、シナイモツゴ人工繁殖

を簡易化し、ふ化稚魚をガラス水槽で観察しながら

育てることで、多くの人に関心を持ってもらい里親

を増やしていきたいと考えています。 

そのために、ふ化稚魚の餌となる微少な生物（ミ

ジンコ、ミドリムシ、ゾウリムシなど）をペットボ

トルで誰でも簡単に増やすことが出来るようにし

ようと有志のメンバーがそれぞれ自宅で培養実験

を行っております。その結果報告や情報交換の場と

して、「ミジンコ勉強会」を月１回ほどのペースで

昨年から開催しています。メンバーは６名ほどで研

究者から一般人など様々ですが、みな魚や生き物好

きな人たちで構成されています。  

一般の方でも研究者に負けず务らず高度な培養

を行っている方もおります。但し「誰でも出来る」

というのが培養実験のコンセプトなので、そこに落

とし込むのがなかなか一苦労です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の成果としては、タマミジンコをペットボ

トルで容易に且つ大量に増やすことに成功しまし

た。但しペットボトルという手軽さゆえに小さな水

域ですので水質や急激な温度変化で一夜にして全

滅などという失敗もあり、安定的に増やしていくこ

とが今後の課題です。また、タマミジンコは親で1mm、

子でも0.5mmほどあるので生まれたての稚魚では食

べられない大きさであることも分かりました。 

 

 

 

 

 

 

そこで今年度はタマミジンコよりも小さいマル

ミジンコ、ケンミジンコや更に小さいゾウリムシ、

ミドリムシの培養にチャレンジすることになりま

した。 

マルミジンコ、ケンミジンコは昨年のタマミジン

コのように大量に増やすことは難しい状況ですが、

ある程度継続的にペットボトル内で維持できるこ

とは分かりました。 

ミドリムシも市販のミネラルウォーターに液肥

(園芸用のハイポネックス)を入れてその中で増やす

ことに成功しました。 

これらのマルミジンコやミドリムシを産卵ポッ

トから孵ったシナイモツゴふ化稚魚への給餌実験

も行っております。その結果、シナイモツゴの稚魚

はふ化後3日目にはマルミジンコを食べていること

が分かりました。ミドリムシを入れた水槽の稚魚も

ミドリムシを食べているようですが、詳しくはこれ

から調べる予定です。秋のシンポジウムではこれら

の結果を詳しくご報告できると思いますので、乞う

ご期待。 

タマミジンコとシナイモツゴふ化稚魚 

ミジンコ勉強会の様子 

～Ｔｅａｍ微塵子～ 



 

 

 10 

コンピュータ部の実習風景 

特製の福袋エコバックを好評販売中 

シナイモツゴ郷の会に寄付しました 

        鹿島台商業高校コンピューター部 

私たち鹿島台商業高校コンピュータ部商業研

究班は、鹿島台互市などの地域行事への参加や

地域のことについて調べ、研究をしています。

また、毎年７月に行われる宮城県高等学校生徒

商業研究発表大会に出場します。この大会は東

北大会、全国大会と続くため一生懸命活動に励

んでいます。 

今年度の研究は「地域のために高校生ができ

ることは何か」、「地域のためにもなり、私たち

の勉強にもなるような活動をしよう」と考えま

した。大崎市の魅力をあらためて見つめ直し、

昨年度の夏休みや土曜日曜を利用し、大崎の特

産物を販売している商店の訪問や岩出山の政宗

公まつり、地元の鹿島台にあるスーパー、コン

ビニでアンケート調査をしました。 

私たちは、この活動の中でオリジナルエコバ

ッグを作成し、バックの中に大崎市の特産物を

入れて福袋形式にした「福袋エコバッグ」の商

品化を考えました。このエコバッグとともに大

崎市の特産物をお土産として持ち帰ってもらう

ことで、大崎の特産物を多くの人に知ってもら

い、ここでしか買うことのできない、エコにつ

ながる商品を開発することができるのではない

かと考えました。このアイデアを商店街の皆さ

んに話し合いをしていただき、多くの方に喜ん

でいただきました。 

そして６月２０日（日）に行われた「鹿島台

昭和のふれあい互市」で完成した福袋エコバッ

グの模擬販売を実施することができました。最

終的に皆さんの協力で、すべての商品を売るこ

とができました。 

模擬販売で得た利益については、シナイモツ

ゴ郷の会に寄付することでまとまりました。理

由は今回の模擬販売のために仕入れたシナイモ

ツゴ郷の米を作っている「つくり手の会」の母

体であること、私たちの学校でもシナイモツゴ

を飼育していることなどです。 

そして７月２３日、鹿島台昭和のふれあい互

市における売上の利益￥２，１４０をＮＰＯ法

人シナイモツゴ郷の会に寄付することができま

した。 

……………….…………………………….. 

同じ地域の高校生からの支援、勇気づけられま

した。大切に使わせていただきます。ありがとう

ございました。（シナイモツゴ郷の会） 
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菱取り歌全国大会（鹿島台鎌田記念館） 

品井沼の菱取作業風景(1930 年ころ) 

水辺の仲間たち紹介シリーズ      

品井沼のヒシ            佐藤 豪一 

ヒシ類は日本全国の湖沼や河川に自生するヒ

シ科の一年草の水草です。春、水底に沈んでい

た種が発芽し、生息環境に合わせて数十センチか

ら数メートルにおよぶ茎を伸長させます。茎の途中

には水中根（水中葉）と呼ばれる羽毛状の葉が多

数あり、光合成を行うことができます。これに対して、

水上に

展開

するひ

し形の

葉を水

上葉と

呼び、

主枝と

の間に

は内部がスポンジ状の浮き袋があって、これにより

安定して水面に浮かぶことが出来ます。 

夏、葉の間から白色の小さな花を咲かせ、受

粉した後に“ヒシの実”が水中で生長します。秋、

完熟して硬くなった種子は、自然に茎から離れ

て水底に沈み越冬します。 

ヒ シ

の実は

薬膳料

理の食

材 や

焼酎、

漢方薬

の原料

となり、滋養強壮･解熱･消化促進･二日酔い･整

腸･便秘などに効果があるといわれ、古くは万葉集

で詠われているほど大切にされてきました。 

日本にはヒシ、オニビシ、ヒメビシの3種類があり、

旧品井沼周辺にはヒシとオニヒシの 2 種が残って

いるようです。九州地方では食用として中国原産

のトウビシが水田や水路で転作作物として栽培さ

れています。 

品井沼ヒシプロジェクト 

干拓以前の品井沼は1800ヘクタールと広大で，ヒ

シ取りがさかんに行われ，住民の食料とされてい

ました。その風景は民謡「菱取歌」として今も歌

い続けられています。  

シナイモツゴ郷の会では，旧品井沼の水路の一部

に現在も自生しているヒシを使って，かつて品井

沼にたくさんあったヒシの栽培試験に挑戦し，昔

の食文化の復活と特産化を目指しています。  

ヒシはたいへんおいしい健康食品で、水質浄化に

も役立っています。
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シシシナナナイイイモモモツツツゴゴゴＢＢＢＣＣＣＣＣＣ通通通信信信かかかららら（Ｎo169：5月 18日配信）

みなさま 

おかわりありませんか？ 

やっと、穏やかで温かい春ですね。 

池沼・山林で生き物たちが躍動し始めました。 

職場周辺の山中ではツキノワグマを例年より多く見

かけますし、里の池ではシナイモツゴがまだ肌寒い

4 月下旬から産卵開始しました。 

4 月からオオクチバス繁殖阻止用の新型人工産卵床

の試作に追われ、先週完成しました。 

イベント情報 

① シナイモツゴ里親小学校の飼育準備 

理事長と鈴木理事を中心とする熟年インストラク

ターが活躍中です。是非、ご参加ください。 

5 月 10 日（月）大崎市立鹿島台小 特別授業 

5 月 16 日（日）産卵ポットの準備（作製） 

5 月 17 日（月）大崎市立鹿島台小 稚魚の回収及

び池の準備（清掃など） 

5 月 18 日（火）仙台市立鶴ヶ谷小 稚魚の回収及

び池の準備（清掃など） 

5 月 19 日（水）東松島市立小野小  池掃除 

5 月 20 日（木）仙台市立松陵小 稚魚の回収およ

び池の準備（清掃など） 

5 月 22 日（土）繁殖池へ産卵ポットを設置 9:30

鹿島台公民館集合 

5 月 24 日（月）東松島市立小野小 特別授業 

未定      美里町立小牛田小 魚の回収 

6 月上旬から発眼卵産卵ポットを各学校へ順次移

入 

②  シナイモツゴ繁殖池の第 1 回見学会 

シナイモツゴ卵を採取している繁殖池で産卵

状況の見学会を開催します。 

産卵ポットの設置もあります。 

5 月 22 日（土）9:30 鹿島台公民館 

参加される方は高橋までメールで事前連絡お

願いします。 

③ シナイモツゴ稚魚放流会 

鹿島台広長地区で昨秋に池干ししてブラッ

クバスを完全駆除したため池へ 

里親小学校が育てたシナイモツゴ稚魚を放流

します。 

期日：6 月上旬（調整中）  

  場所：鹿島台広長地区 

④ ミジンコ勉強会 会員募集中 

  シナイモツゴふ化稚魚用プランクトンの簡単培

養を目指して数名で取り組んでいます（シナイ通信

16 号参照）。 

 昨年はペットボトルによるタマミジンコの連続培

養を行いました。 

 今年はグレードアップしてミドリムシ、ゾウリム

シの簡単培養に挑戦中。 

 顕微鏡も備えて準備万端、新会員を募集していま

す。 

 第 3 回勉強会を開催します。 

期日：5 月 23 日（日）14:30～  

  場所：鹿島台公民館 NPO 活動室 

⑤ 伊豆沼バス・バスターズ 

他では見ることができない水草、野鳥のさえず

り、そして、着実に復元している魚たちを自分

の眼で見ることができます。 

モツゴ、タモロコ、ヌマチチブなどの繁殖行動

や今年から群れが出現したメダカは感動的です。 

バスを駆除しながら、生態系復元の成果を実感 

してみませんか？ 

期日：毎週日曜日 9:00   

  場所：若柳伊豆沼サンクチュアリセンター 

鹿島台から参加する場合：鹿島台公民館

8:00 出発（高橋までメール連絡ください。） 

シナイはアイヌ語で大きな川（沢）を意味します。小さな流れが大きな川になるように地道な活動を続けていきましょう。 

 

 

 

 


